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研究成果の概要（和文）：ベトナムはダナン大学、タイはナウセリアン大学の協力で、ダナン市およびスコタイ
市において、住宅の訪問調査、ヒアリングとアンケート調査を実施した。タイでは、ピロティや庭など屋外滞在
で近隣とのコミュニケーションを楽しむ傾向があり、そうした人々の幸福度が高い傾向があった。ベトナムで
は、通気性の良い家屋で、屋内滞在をする傾向があった。幸福度は室内および室外でコミュニケーションする人
が高かった。通気性が良いのでエアコン設置は低かった。室内のエアコン消費はベトナムよりもタイの方が増え
る傾向があった。

研究成果の概要（英文）：With the cooperation of Da Nang University in Vietnam and Nauselian 
University in Thailand, we conducted housing visit surveys, hearings and questionnaire surveys in Da
 Nang and Sukhothai. In Thailand, people tended to enjoy communicating with their neighbors by 
staying outdoors, such as pilotis and gardens, and those people tended to be more happy. In Vietnam,
 there was a tendency to stay indoors in well-ventilated houses. The degree of happiness was high 
for those who communicated indoors and outdoors. The air conditioner installation was low because of
 the good ventilation. Indoor air conditioner consumption tended to increase in Thailand than in 
Vietnam.

研究分野：環境政策

キーワード： 低炭素　ライフスタイル　アジア　住宅　エアコン　循環　近代化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
アジア熱帯地方のエアコン消費の増大はＣＯ２排出の増大の主要因であり低減は非常に重要である。本研究は、
住まい方やライフスタイルの中に、エアコン消費の低減要素があることを明らかにした点で非常に意義がある。
低炭素要因を有する文化を近代化様式への変化が踏まえないときに、エアコンの使用が急増する。また同じ熱帯
でもベトナムとタイでは、伝統的な家屋とライフスタイルに違いがあり、それが近代化した後でも影響を与えて
いることが明らかになった。地域で異なる文化に沿う形で低炭素なライフスタイルチェンジをはかっていること
が必要である。こうした点を明らかにする研究はなく、学術的意義は高くかつ社会的意義も高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1)熱帯地方におけるエアコンの普及と CO2 排出量の増大は著しいものがある。他方で熱帯
地方には、エアコンがない時代に過ごしやすい住宅やライフスタイルの工夫が存在する。
これらを活かしながら、エアコンの使用が過度にならないようにすることが必要である。
(2)エアコンを使わない空間における滞在の特徴としてコミュニティ･コミュニケーション
があり、幸福感の高さにつながっているとわれわれの先行研究から推察された。 
 
２．研究の目的 
ベトナムの農村と都市の住宅を対象にして、住宅の特徴、ライフスタイル、居場所選択、
およびエアコン使用・電力消費の関係を明らかにする。熱帯に属するタイでは高床式住宅
から近代住宅への変化とともに、エアコンの普及が著しく、エネルギー消費が増加を続け
ている。われわれは、生活の変化を踏まえながら低炭素で持続可能な住まい方やライフス
タイルを明らかにすることを目的にタイ・スコタイ地方で調査研究を行った。 
 
３．研究の方法 
2017 年、ベトナムのダナン市でダナン大学と連携して訪問式でヒアリング調査を実施し
た。同様に、2018 年に、タイのスコタイ市でナルセアン大学と連携して、同様の調査を実
施した。両方とも、住宅について立ち入り調査と実測を行った。これらを踏まえ、その後、
両市において、100 通のアンケート調査を実施した。主な調査項目は、年齢、性別、職業、
収入などの基本属性のほか、住宅の類型（高床式、改築型高床式、近代住宅等）、エアコン
などの家電所有および使用頻度・時間、好きな居場所、そこにおける行為、および幸福感
などである。 
 
４．研究成果 
(1)ベトナムにおける好きな居場所
とエアコン利用、および幸福感 
① 住宅類型ごとの好きな場所の選
択率と理由 
農家とペンシルハウスの好きな場
所選択率は図 1である。 
居場所選択を目的変数に、その他
の変数を従属変数にしたステップワ
イズ重回帰分析を行った（図 2）。そ
の結果、すべての滞在場所は、リラ
ックスと関係し、軒下以外のすべて
で気持ちがいいと関係している。し
かしそれ以外では要因がわかれてい
る。個室は昼寝、リビングはテレビ・
PC 利用、軒下および庭は、雑談、近
隣関係、涼しさであった。さらにリ
ビングは冷房がなくても大丈夫だが、
個室は逆となった。女性は軒下に滞
在することが好きである。年齢の高
い層は、リビングと軒下を好み、若
い層は個室を好むことが示された。 
また室外で近隣とコミュニケーシ
ョンする軒下や庭だけでなく、室内
であっても、間口が広く外部と接す
るリビングについて、外の人々とコ
ミュニケーションを容易に行いうる
公共空間としての認識が存在する。
調査対象の約 9割がリビングを公共
空間と評価した。 
② 住宅類型によって好きな滞在場
所と電気使用(エアコン)の関係 
好きな場所別の電気代およびエア
コン使用時間では電気代とエアコン
使用時間とも個室が最も高く、軒の
下と庭が低くなった(ペンシルハウ

32% 34%

25%

9%

56%

19%

6%

19%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

個室 リビング 軒下 庭

農家 ペンシル

図 1 住宅類型によって好きな場所の選択率 

図 2 滞在場所選択の影響要因 



スの場合：図 3)。ベ
トナムの都市住宅の
リビングは、開放的
で、吹き抜け階段を
有していることから
エアコン設置率が高
くない。軒下と庭は
涼しいと評価されて
いる（図 2）。滞在に
よって電気使用を減
らすことができると
考えられる。 
③ 幸福度への影響
要因 

 幸福度を目的変数
に、その他の変数を
従属変数にしたステ
ップワイズ重回帰分
析を行った。農家で
は、エアコンや扇風
機は幸福感にとって
重要であったが、伝
統文化と軒下が好き
なことが幸福感を高
める。都市住宅では、
便利な生活が幸福感
を高めるが、同時に、
庭が好きなことは幸
福感を高める。軒下
や庭は涼しくてリラ
ックスできるととも
に、近隣とのコミュ
ニケーションの場所
でもあった。熱帯であるためエアコンや扇風機は重要であるが、それらが使用されない屋
外空間でコミュニケーションを楽しむことは人々の幸福感を増進する。 
④まとめ 
ベトナムは都市住宅も農村住宅も開放性が高く、特にリビングの開口部が大きい。都市
住宅の場合リビングには吹き抜けの階段が設置されており、エアコン設置には適さない場
合が多い。個室のエアコン設置は高いがリビングは高くない。個室滞在を好む世帯は電気
代とエアコン使用時間が長いが、リビングはそれよりも低くなり、軒下や庭を好む世帯は
さらに低くなる。 
今回の調査を通して、環境や社会的意味から持続可能な住まいをするため、ベトナム人
として開放的な生活空間で過ごすというライフスタイルが必要と考えられる。居場所選択
は、居住空間の条件だけではなく、個人の感心や意識と社会面も大きく働いている。この
個人意識や社会条件、幸福
感など様々な素因がライフ
スタイルに影響を及ぼして
いると考えられる。 
 
（２）タイにおけるおける
好きな居場所とエアコン利
用、および幸福感 
①結果の考察 
好きな居場所を、リビン
グ、個室、タイトゥン（ピ
ロティ）・ラビアン（軒下の
半室外空間）、庭の木陰から
選んでもらったところ、年
齢、所得、住宅類型、エア
コンの有無で差があった。
個室とリビングの選択率に
大きな違いはないが、室外

図 3 好きな場所選択ごとの電気代とエアコン使時間所選択の

モデル 幸福度(農家)  幸福度(ペンシルハウス)

(定数)
伝統的文化 .537**

エアコンや扇風機が
なくても過ごせる

-.477**

環境問題 -.279*
便利な生活 .418**
好き程度（庭） .385*
好き程度（軒下） .576**

R2=.532 R2=.596
p < 0.05 * , 0.01 **

図 4 幸福度への影響要因 

 

図 5 エアコン・滞在場所と電気代（バーツ/月） 
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空間（タイトゥン，ラビア
ン、庭・木陰）の選択率に
おいて現代住宅及びエアコ
ン設置住宅で低くなった。
しかし現代住宅およびエア
コン設置住宅でも一定の割
合で室外空間を好む人々が
いた。高床式住宅の 9割に
タイトゥンがあり、高床式
住宅及び現代住宅の 6割に
ラビアンがあった。エアコ
ンの設置率は現代住宅が高
い。 
室内滞在（個室とリビン
グ）が好きと答えたグルー
プと室外滞在（タイトゥン，
ラビアン、庭･木陰）が好き
と答えたグループを比較す
ると、室外滞在グループの方が、エアコン使用時間が短く、電気代も低い（図 5）。そして
幸福度が高い（図 6）。室外空間の主な行為は交流･会話と昼寝であった。幸福度を目的変
数とする重回帰分析では、健康、屋外での涼しい場所の滞在、リビング滞在が有意であっ
た。 
タイでは伝統的な高床式住宅では、日中は風通しのよい室外空間に滞在する生活習慣を
有している。現代住宅への移行によってエアコンをつけて室内に滞在する傾向が生まれて
いるが、室外空間で、近隣を含めた会話などを楽しむことが一定層で広く行われており、
低炭素要因となっている。  
②まとめ 
タイにおいて屋外の風通しのよい場所に滞在する習慣は、現在住宅化とエアコンの普及
で変化が見られるが、なおも残っており、低炭素と幸福の増進に寄与している。家族や近
隣の人々とコミュニケーションを楽しめる快適な屋外滞在の環境整備が望まれる。 
 
 
 
 
 

 

図 6 エアコン・滞在場所と幸福感 
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